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新年のご挨拶

日本パウダーコーティング協同組合
理事長　長谷川　智久

巻 頭 言

　新年あけましておめでとうございます。
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　2025 年が皆様にとりまして良き年となりますよう
心より祈念申し上げます。
　平素は、当組合の活動にご理解をいただき、格別の
ご高配を賜り感謝申し上げます。
　さて、2020 年 2 月頃より世界的に流行した新型コ
ロナウイルス感染症は、すでに過去のものとなった感
がありますが、感染症によるパンデミックが現代社会
の大きな弱点であり、我々も忘れることなく危機管理
のひとつとして継続した感染症対策が必要であること
を再認識させられました。皆様におかれましても社内
の危機管理項目に加え、安定操業の確保に努めていた
だきたいと存じます。
　世界情勢は複雑さを増し、2022 年 2 月 24 日に始 
まったロシアによるウクライナ侵攻は、現在も交戦中
で先行きが見えない状況にあり、天然ガス、原油、穀
類をはじめ多くの商品に対する影響が継続し、世界経
済の不安定な状態が継続しています。
　一方、ハマスの奇襲から始まったイスラエルとの戦
争は、歴史的な背景も複雑でこちらも出口が見えない
状況で、戦争の拡大や長期化は多くの犠牲者を出すだ
けでなく、原油価格の高騰の恐れがあり世界経済に打
撃を与えます。人道的にも経済の安定のためにも、早
期停戦の合意と平和へ向けた動きをしてもらいたいと
ころです。
　また、アメリカ次期大統領がトランプ氏に決まり、
アメリカ・ファーストに舞い戻ったことも、先行きの
不透明感を一層増すことが予測されており、米中の対
立の深刻化や世界の二極化など多くの懸念事項が報道
されています。
　このような状況下ではありますが、IMF の世界経済 

の成長率は、2024 年 4 月の「世界経済見通し（WEO）」
における予測に沿う形で、2024 年は 3.2%、2025 年は
3.3% になると見込まれていて、昨年の 2024 年の 2.9%
の見込みに比べ 0.3% 上振れと見込まれていますので、
少しは期待できるところでしょうか。
　国内情勢においては、世界に後れを取っているとさ
れる日本のカーボンプライシングですが、2026 年か
ら排出量取引制度が本格的に始動し、2028 年には炭
素に対する賦課金（化石燃料賦課金）が導入されま
す。温室効果ガスの発生を各企業は抑制し、カーボン
ニュートラルの達成を目標とせざるを得ない状況で、
川下企業からの要求は年々強くなると考えられます。
　当協同組合としてもパウダーコーティング誌の記事
や粉体塗装研究会等で、今後関連テーマをより多く取
り上げてタイムリーに情報提供できるよう努力して参
る所存です。皆様ご指導ご協力賜りますようよろしく
お願いいたします。あわせて、一般社団法人日本塗料
工業会様、一般社団法人国際工業塗装高度化推進会議
様、日本工業塗装協同組合連合会様、日本塗料商業組
合様等関連団体様との連携強化により、顧客や関係各
省への粉体塗装の PR を進めてゆきたいと考えていま
す。
　昨年も申し上げましたが、環境に優しい塗料・塗装
方法である粉体塗装の拡大を進めて参る所存です。塗
料メーカー各社様も HAA（ヒドロキシアルキルアミ
ド）硬化型に加え新硬化系で低温化を達成されており、
VOC を含まない環境に優しい塗料として、市場より
注目を集め、粉体化が進むものと期待しております。
　最後になりましたが皆様のご健康、ご発展とご多幸
を心より祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きま
す。
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新年のご挨拶

日本工業塗装協同組合連合会
会長　髙𣘺　正

巻 頭 言

　令和７年新春を迎え謹んでお慶び申し上げます。
　平素は日本工塗連の事業運営にあたり、関係省庁並
びに関係団体の皆様をはじめ関係各位の格別のご支援
ご厚情を賜わり厚く御礼申し上げます。
　昨年、我が国においては、正月の能登半島地震、地
球温暖化の影響とされる酷暑、また、今まで経験した
ことのないような豪雨など多くの災害が発生しまし
た。一方、経済においては、国際情勢の緊迫化、円安
進行と原料不足などによる燃料エネルギー、材料価格
の急騰、加えて、少子高齢化などの社会的な背景によ
る人材不足や人件費高騰などが、多くの企業の経営を
圧迫しました。
　同様に、中小企業の集まりである私たち工業塗装業
界も、燃料エネルギー高、材料高の影響をもろに受け、
価格転嫁も追いつけず、賃上げや設備投資の原資の確
保も難しいという厳しい状況に陥りました。そうした
中でも、日本工塗連の各組合会社は、知恵を出し合い、
絶えまぬ努力を重ねながら、経営の存続と従業員の雇
用維持を図って参りました。しかしながら、全体の仕
事量が減少していく中、取引先等でも廃業する会社も
多く、各組合会社でも、資金不足、人材不足により、
廃業を余儀なくされる会社もありました。
　本年においては、米国の大統領選挙で共和党トラン
プ前大統領が勝利を収めたことにより、自国第一主義
の政策が進められるものと思われます。すでに大手企
業は生産拠点を関税影響の少ない国へシフトする動き
が見られます。各組合会社には、そのような変化をしっ
かり掴み、我が国へ生産拠点を移す優位性を示し、受
注量拡大につなげて頂くことを期待しております。更

に、制度、政策が大きく動くことも予想されています
ので、しっかり準備し、変化に対応して頂きたいと考
えます。
　特に、各組合会社の経営者の皆様におかれましては、
今こそ、それぞれ五感を研ぎ澄まし、長期的な展望を
描き、自社をどの様な方向に進めるか、企業トップの
指導力が試される時であり、ネットで情報を集めるの
ではなく、自らの足で多くの情報を集め、変化や匂い
を感じとることが重要になる変化の時代になったこと
を意識しつつ事業を推進して頂きたいと考えます。
　一方、昨年、日本工塗連では、人材確保、後継者の
育成、更には組合員増強による工業塗装業界の連帯を
目的に、「工業塗装ともの会」座談会を 2ヶ月に 1回、
開催しました。座談会では、職場環境、価格転嫁、外
国人労働者、SDGsなどその時々の重要な課題が議論
され、開催が 20回目を数えるに至りました。また、
総会及び全国大会は神奈川県横浜市で開催され、ご来
賓、招待の皆様など総勢 123名のご出席をいただき、
華やかに開催することができました。更に、将来を担
う若手後継者の集まりであるジュニア会も東京で開催
され、意見交換会や懇親会を通してお互いの連帯を強
めることができました。
　最後に、本年も引き続き、各地区では、若手の塗装
技術者の技能向上を目的とした塗装技能コンクールや
工場見学会、勉強会など組合員の役に立つ多くの事業
に取組む所存でございますので、関係官庁及び関係団
体の皆様からのご支援をお願いするとともに、関係各
位のますますのご隆盛をご祈念申し上げ、年頭のご挨
拶とさせて頂きます。
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新年のご挨拶

一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議
理事長　坂井　秀也

巻 頭 言

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、2025 年の新春をお健やか
にお迎えになられたこと、心よりお喜び申し上げます。
　今世紀は環境の世紀といわれているように、まさし
く世界中で環境影響が日常化しています。SDGs 活動
も、それぞれの立場で「持続可能な開発目標」の実現
化に立ち向かっていますが、各国の事情により足並み
が揃わず難航しております。地球温暖化現象による気
候変動や海面温度上昇も、すでに大きな社会問題とな
り、私たちの生活もこの異変に直面しております。そ
れに各地域での紛争や不調和が加わり、経済活動への
打撃も不安視されております。バンデミックスによる
行動変化は、リモートとサプライチェーンを産み、ビ
ジネスの大きな変革が起こり、地産地消として市場
に近い現地の製造をサポートする実践的なイノベー
ションが生まれています。そして、「リショアリンク 

（生産拠点の国内回帰）」や「オンショアリング（自国
内でのアウトソーシング）」など、LCA を基本とする
流通や生産にメスが入り、それぞれの分野で見直しが
行われています。
　一方、25 年後のライフ予測として、期待される科
学技術のさらなる進展がプランニングされていて、今
後持続可能な開発目標の実現には、次世代に活躍する
若者に委ねられております。健康寿命のための医学ア
プローチ、再生化する緑化と循環型エネルギー転換活
用、情報の共有化やセンサーやロボットによる生活支
援などの実現化には、複合技術や業際技術が必要不可
欠な存在です。現在も、各分野において競合他社が融
合して研究開発が進められており、新たな科学技術に
よる共有化と特異化が期待されております。
　世界コーティング協議会（World Coatings Council: 
WCC）では、サスティナビリティレポートにて SDGs
テーマを特定しており、日本の塗料・塗装業界におけ
るこれらの動きも、工業塗装の主軸と言える自動車の
CN に向けた取り組みが行われており、これらの事業

成果が現場で採用されることが望まれています。
　IPCO では、「工業塗装の現場改善」をメインテー
マとして、直面しております環境課題、塗装技術の革
新、業界ネットワーク推進などのサポートエンジニア
リングを進めており、IPCOSTUDY や合同会議にて
実績評価を協議しております。
　とくに、受託加工がメインの工業塗装においては、
被塗物の素材、製品、工程などが予期せぬ変化が起こ
れば、現有ラインの収益に大きく影響する恐れもあり
ますので、受け入れ態勢の再構築が求められておりま
す。
　昨年からスタートしました高度ポリテクセンターで
の「塗装設計者のための工業塗装技術」は、各分野か
らの参加をいただき、発注者側の課題抽出に大きな成
果が得られました。このような取り組みは、塗料・塗
装業界のニーズを把握する絶好の機会であり、塗装現
場へのフィードバック情報として活用して参ります。
　また、IPCO は、コーティング・コンソーシアム

（Coating Consortium: CoCo）の発足時から参画してお
り、現在は日本塗料工業会（JPMA）様とともに「工
業塗装における脱炭素へのチェックリスト」の作成を
担当しており、日本工業塗装協同組合連合会様と日本
塗装機械工業会（SEMA）様作成の「工業塗装ライン
工程別での CO2 排出削減対策例」も進んでおります。
完成後は、まずは自社分析をしていただくためのツー
ルとしてお使いいただければ幸いです。CoCo は、こ
のように塗料・塗装団体の繋がりを実践していて、炭
素集約型産業としての次世代提案に取り組んでおりま
す。
　国連の気候変動会議において、2025 年には、CO2

の排出削減から脱炭素の段階的廃止へと流れが変わる
兆候が見られており、塗料・塗装業界でも先見的な動
きが求められています。最後に、この一年も皆様のご
健康とご事業のご繁栄を祈念して、新年のご挨拶とさ
せていただきます。
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（11）中堅塗料会社の CSR への取り組み
奴間　伸茂 *1

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*1　塗料塗装技術研究所　代表

1. はじめに
　2021 年夏季号から、「持続可能な社会の実現を目指
すSDGs」というテーマで、以下のように執筆してきた。
　2021 年夏季号；
　「（1）まずは SDGs を知り尽くそう《SDGs 保存版》」
　2021 年秋季号；
　「（2）ビジネスを持続可能にする SDGs を！」
　2022 年新年号；
　「（3）塗料・塗装産業分野における取組とは」
　2022 年春季号；
「（4）線形経済から循環経済へ～限りある資源の効
率的な利用を～」

　2022 年夏季号；
　「（5）さあ、始めよう SDGs ！」
　2022 年秋季号；
　「（6）まだまだ、これから SDGs ！」
　2023 年新年号 ;
　「（7）原材料メーカーの取組みに学ぼう！」
　2023 年夏季号；
　「（8）粘り強く CO2、VOC の削減を！
　　《参考》チャット GPT 注意しつつ有効活用を！」
　2023 年秋季号
　「（9）すごいぞ！身近な仲間の SDGs の取り組み」
　2024 年夏季号
　「（10）感動！「自動車塗装 CN 研究会」の取り組み」

　熱心な読者から、新聞、雑誌、インターネット上に
CSR や SDGs それに ESG といった環境がらみの略号
が溢れているが分かり易く整理して欲しいという声が
届いた。
　CSR について、経産省のホームページには以下の
ように記述されている。
《CSR（Corporate Social Responsibility：「企業の社
会的責任」とは、企業が社会や環境と共存し、持続
可能な成長を図るため、その活動の影響について責
任をとる企業行動であり、企業を取り巻く様々なス
テークホルダーからの信頼を得るための企業のあり
方を指します。
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_
innovation/kigyoukaikei/index.html》

　CSR は日本独自のものではなく、国際標準化機構
（ISO）は 2010 年に正式なガイドラインとして国際規
格 ISO26000 を発行している（組織の社会的責任に関
する規格。認証規格ではないガイダンス規格である）。
　一方、最近新聞紙上で良くお目にかかる ESG は、

環 境（Environment）・ 社 会（Social）・ ガ バ ナ ン ス
（Governance）の英語の頭文字を合わせた言葉である。
　ESG と SDGs は、どちらも環境などへの取り組み
という観点から類似したものと捉えられることもある
が、既に 2021 年夏季号で述べたように SDGs が国連
にて採択され、国が積極的に進める行動指標・目標で
あるのに対し、ESG は、企業が取り組むべき課題や
経営方針の基準であり、投資家が投資先の企業を選定
する際の判断基準でもある。

2. CSR を具体的に学ぼう！
　CSR、SDGs、ESG について具体的に研究したい皆
さんに是非お勧めしたいのが武蔵塗料ホールディング
ス株式会社発行の“Musashi Paint Report 2024”であ
る。
https://musashipaint.com/img/MusashiPaintReport_ 
2024_JP.pdf
　このレポートの制作責任者である同社の CSR 推進
室　室長　山本晴一さんに、“塗料工業分野における
CSR ～中堅塗料会社の CSR への取り組み～”と題し
て本号に投稿していただいた。
　“Musashi Paint Report 2024”（以下、本 Report と
省略）とあわせて読んでいただけると、CSR、SDGs、
ESG について具体的に理解していただけると思う。

3.“Musashi Paint Report 2024”
　本 Report の一部を紹介する。
　全体は 3 つの Chapter から構成されている。

Chapter 1 経営とサステナビリティ は 4 つの項目に分
かれている。
1）	まず代表取締役社長　福井裕美子さんの「トップコ

ミットメント」である。同社の Corporate Purpose
「色と機能で世界を豊かに」の解説から始まり「サ
ステナブル経営は、自分を好きになることから始
まる。」と熱い思いを笑顔で、“ご自分の言葉”で語っ
ていらっしゃる。

2）	次に同社グループの歴史と強み、世界 11 か国にわ
たるグローバルネットワークの説明へと続く。

3）	注目していただきたいのは、「経営理念と CSR」で
ある。経営者の思いを込めた企業活動の基盤とな
る方針である「経営理念」、経営上の方針を示した

「社是」、全ての従業員が守るべき理念や心構えを
示した 7 項目の「社訓」と 49 項目の考え方は冊子

「musashi color」にまとめられ全従業員に配布され
ている。すべての海外拠点は現地語化され朝礼時の
復唱などに活用されている。各拠点から担当者が
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参加する経営理念浸透プロジェクト「NIJI project」
は家族も参加できる楽しい試みである。

　上記の「社是」「社訓」「パーパス」は大切にされて
いる考え方だが、概念的な要素が強い。そこでこ
れらを実践的なサステナブル経営に結び付けるた
めにこれらの既存文書を具現化した CSR 活動の導
入に至った。策定された CSR 方針は前文と具体的
な 7 項目からなる。

　同社の CSR 活動は ｢社会にポジティブインパクト
をもたらせる（攻めの CSR）活動｣ と ｢社会にネ
ガティブインパクトを発生させない（守りの CSR）
活動｣ の 2 つに大きく分けられる。

　社会からの課題を具現化したものと言われている
SDGs のうち社会にポジティブインパクトをもたら
せる（攻めの CSR）活動として以下の 3 つの活動
項目を掲げて取り組んでいる。

	 ・環境重視の商品創出
	 ・社会とのコミュニティによる価値創造
	 ・従業員のウェルビーイングの追求
	 一方、社会にネガティブインパクトを発生させな

い（守りの CSR）活動として以下の 7 つの活動項
目を選定し取り組んでいる。

	 ・人権への取り組み
	 ・労働安全衛生への取り組み
	 ・環境保全への取り組み
	 ・品質 / 安全への取り組み
	 ・コンプライアンスへの取り組み
	 ・情報セキュリティへの取り組み
	 ・リスクマネジメントへの取り組み
　以上の CSR 活動 10 項目と主に担当する部門および

ステークホルダーとの関係を明確にしている。
　同社グループは 10 項目の具体的内容を記載した
「Musashi Sustainability Guide」を発行し CSR 啓発
教育に力を入れている。

4）	～ CSR のその先に～サステナブルな価値創造を目
指す

　「重要課題➡ビジネス基盤➡ output ➡価値創造」を
明確にした「価値創造モデル」を全従業員が理解
した上で日々の業務に取り組むことが重要と考え
ている。

	 SDGs のゴール達成にも貢献するものである。

Chapter 2 攻めの CSR 活動～社会の期待に応える～
は 3 つの項目に分かれている。
1）	環境重視の商品創出では、「バイオペイント」、「型

内塗料」、「メッキ塗装システム　インジウム塗料」、
「UV 塗料　水系塗料」について分かり易く紹介さ
れている。

2）	社会とのコミュニティによる価値創造　未来
社会の産業構造に変革をもたらせる製品では、

「MATSURI への参画～微細藻類由来のバイオペイ
ントの開発～」、「株式会社 TBM ～環境配慮製品の

共創～」、「自社製品を用いて地域を活性化（日本）」、
「バス停の塗装による地域環境整備（韓国）」、「障が
い者のための新たな雇用機会の創出（中国・天津）」、

「社内フリーマーケットの開催（日本、韓国）」、「子
供たちと共に（ベトナム・ハノイ、ホーチミン）」
などの取り組みを紹介している。

	 さらに、世界各拠点での「寄付活動・地域清掃活
動・献血」、「他社の救援活動サポート（中国・蘇州）」
などを紹介している。

3）	従業員のウェルビーイングの追求では「働きがいの
ある労務管理を構築する」をめざして、「Continuous 
Service Award（ グ ル ー プ 永 年 勤 続 表 彰 ）、「5S　
Activity Award」、「Musashi Global Awards」、「 フ
レックス勤務と在宅勤務の併用（導入試験段階）」、

「時間単位休暇制度の導入」、「育児短時間勤務制度
の範囲拡大」などの取り組みを紹介している。

Chapter 3 守りの CSR 活動～企業としての責任～
以下の　7 項目にわたってゴールと取り組みについて

明確に述べている。3）について詳しく紹介する。
1）	人権への取り組み
2）	労働安全衛生への取り組み
3）	環境保全への取り組み
　目指すゴールは、
	 ①2050年までにScope1とScope2のカーボンニュー

トラルを達成する
	 ② 2030 年までにゼロエミッションを達成する
　これを実現するために、同社グループの企業活動に

よる CO2 排出量の把握から取り組みを始めている。
・	まずは日本拠点の Scope1、Scope2、Scope3 につ

いて算出の根拠を明確にして CO2 排出量を求め
た。

・	国内外各生産拠点の電力使用量と CO2 排出量の
実態把握（2022 年）を実施

・	CO2 排出量削減への取り組みの実施
・	CO2 排出量削減に向けた具体的な活動事例の紹介

4）	品質・安全（化学物質管理）への取り組み
5）	コンプライアンスへの取り組み
6）	リスクマネジメントへの取り組み
7）	情報セキュリティへの取り組み

　最後に、経営目標と CSR・SDGs の関係を簡潔にま
とめている。

　以上、皆さんにはぜひ実際に本 Report を読んでい
ただき、CSR と SDGs の関係を明確にしていただき
たい。
　また、Scope1、Scope2、Scope3 をきちんと算出し、
2030 年までにゼロエミッションを達成することを目
指している企業姿勢は ESG の観点からも評価できる。
　是非参考にしていただきたい。
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塗料工業分野におけるCSR
～中堅塗料会社のCSRへの取り組み～

山本　晴一 *

トピックス

* 武蔵塗料ホールディングス株式会社　CSR 推進室　室長

1.	弊社について
　武蔵塗料（以下弊社と略）は、1958（昭和 33）年
に創業した塗料の製造と販売を手掛ける会社です。現
在はプラスチック用コーティング材が事業の基幹であ
り、自動車、家電、ゲーム機など幅広い分野に参入し
ています。また、世界に 13 の製造拠点を有し、多く
のグローバルトップ企業様ともお取引をいただいてい
ます。
　弊社は 2023 年 1 月に CSR 推進室を設立し、CSR へ
の取り組みをスタートしました。ただし、それまで何
も取り組んでいなかったというわけではなく、品質、
環境、労働安全衛生など個別の取り組みは行っていま
したが、経営環境の多様な変化を鑑み、CSR に基軸
を移しました。

2.	 CSRとステークホルダー
　そもそもCSRとは何でしょうか？CSRはCorporate 
Social Responsibility の略で、直訳すると「企業の社
会的責任」となり、企業が社会や環境に対して責任を
果たす考えです。一方、Responsibility を Response（応
える）と Ability（能力）に分解して、「企業が社会の
要求に応える力」と唱える専門家もおられます。
　ではここで指す社会とは何かということになります
が、企業は単独では存在することはできず、多くの利
害関係者とつながりの上で存在しています。これらの
利害関係者のことをステークホルダーと称していま
す。自社とステークホルダーの関係は表１にまとめて
いますのでご参照ください。ステークホルダーの中で
も以前は株主重視でありましたが、最近ではすべての
ステークホルダーとの関係を重視し、企業活動を通じ

表１　ステークホルダーと自社の関係

ステークホルダー ステークホルダー→自社 自社→ステークホルダー
顧客 製品対価の支払い 約束に沿った製品の納入

顧客は会社の売上・利益に直結するステークホルダーです
品質・納期・コストの対応は言うに及ばず、顧客とともにその先の消費者を意識した共通価値の
創造をめざすことでより関係を深めます

仕入先・協力会社 原材料・受託依頼品の納入 納品対価の支払い
仕入先や協力会社の協力なくして顧客への製品納入はできません
協力をいただくためには公正な取引の継続が重要です

行政 事業関連の許認可 法令の順守、納税
企業が事業活動を行う上では、行政機関より許認可が必要です
許認可を取得・維持するために関係する法規制の順守が必要です

業界団体 情報提供、指導公的機関との折衝窓口 業界ルールの順守、調査協力業界活動への参加
個社では規模が小さいため難しい対応でも、業界で協力し合うことで達成が可能となる場合があ
ります

従業員 労力の提供 賃金の支払い・雇用
従業員は最も重視すべきステークホルダーです
従業員のモチベーション向上が事業の活性化につながります
企業は従業員が働きやすい環境を提供し続けることが重要です

非営利組織（NPO など） 活動支援要請 資金・活動場所の提供
非営利組織は行政機関や地域とのパイプが太いことから、企業としてこのパイプを活用して win-
win の関係を構築していくことが大切です

地域住民 社会貢献、環境保全の要求 利益還元、雇用創出、環境保全
地域住民に迷惑をかける行為を行えば、その地域での事業継続は難しくなります
逆に地域から好まれる事業活動を行うことで求人活動を円滑にし、人財の確保につながります

株主・投資家・金融機関 資金提供 利益還元
適切な判断のため、自社の正確な情報開示が関係の基本となります
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図１　CSR体系図

脚注 1）	サステナブル（サステナビリティ）経営：企業が環境保護、
社会貢献、経済成長を同時に達成し、「企業の社会的責 
任」と「ビジネスの持続可能性」を両立させるための戦
略的な経営手法のことです。

てステークホルダーへの貢献をめざす考えにシフトし
ています。企業が今後も社会の一員であり続けるため
には、様々なステークホルダーの声に耳を傾け、ステー
クホルダーの期待に応える企業活動に取り組んでいく
必要があるのです。この取り組みこそが CSR です。

3.	企業におけるCSRの位置づけ
　多くの企業では、「経営理念」が設定されています。
また企業によって「社是」、「社訓」、「パーパス」など
も設定されている場合があると思います。しかしなが
ら、これらに記載された言語は概念的であり、具体的
に何を行えばよいかは明確でないことが多いです。
　これを具現化したものが CSR であり、図１のよう
に CSR に取り組むことでサステナブル経営脚注 1）につ
ながるものと考えています。

4.	 CSRの 2つの側面と企業価値
　一般的な考えかどうかは別として、弊社では図２に
示す“CSR を二つの側面”から捉えています。先ほど 

「企業が今後も社会の一員であり続ける」、「サステナ
ブル経営につなげる」ために CSR に取り組むと記載
しましたが、これらは結果論であり直接の目的は“自
社の企業価値の維持・向上”であります。

図２　CSRの 2つの側面
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　なお、図２における CSV とは Creating Shared Value 
の略で日本語では「共通価値の創造」と呼ばれ、2011
年にハーバードビジネススクールの教授であるマイケ
ル・E・ポーター氏とマーク・R・クラマー研究員が
発表した論文で提唱された自社の強みを用いて社会的
課題の解決をめざす考え方のことです。
　図２のように企業価値の維持・向上を図るには、企
業価値を下げない・維持するための取り組みと企業
価値を向上させるための取り組みの両方の側面から
CSR を推進していく必要があります。前者が「自社
の企業活動が社会（人や地球）に迷惑をかけないため
に行う取り組み」に対して後者は「自社の企業活動
が社会と win-win の関係を構築するために行う取り組
み」となります。

5.	具体的な取り組み事例
　では、弊社の取り組み事例をもとに説明させていた
だきますが、個社それぞれの特性は異なりますので、
あくまでも参考として捉えていただくようにお願いし
ます。
　CSR の取り組みを始めるには、CSR で自社が取り
組む重要課題（これをマテリアリティと言います）の
設定を行います。設定方法は社会の要求事項と自社の
課題をマトリックス図で示して、ともに重要性の高い
中から選定する方法などがありますが、弊社は次のよ
うにして設定しました。
1）守りの CSR への取り組み

　“企業はこうあるべき”と記載された文書は多く
あります。例えば世界的なイニシアティブとして国
連グローバル・コンパクトがあります。この国連
グローバル・コンパクトは 10 の原則から構成され

ています。またこれを受けて日本では経団連によ
る企業行動憲章が設定されています。さらにグロー
バル企業向けの OECD 多国籍企業行動指針、CSR
のガイダンスである ISO26000 など、弊社はこれら
自社の事業に関係するそれぞれの内容を確認して、
取り組み内容を決定しました。
　その一方で最近は、企業価値の評価は企業単体
ではなく、自社の事業に関連する企業（これをサ
プライチェーンと言います）も含めた評価に移行
しています。例えば、自社の購入先が強制労働や
児童労働など人権を阻害する行為を行っている場
合は、自社もまたこれらの行動に間接的に関与し
た企業とみなされ、社会から批判や制裁（例えば
不買運動）を受けるケースが発生しています。こ
のため、特に下流側（顧客）は上流側（供給先）
に対し CSR 調査を行う場合があります。業界によ
り若干内容に差はありますが、RBA（Responsible 
Business Alliance）、JEITA（電子情報産業技術協
会）、JAPIA（日本自動車部品工業会）、グローバル・
コンパクト・ネットワーク・ジャパンの調査票な
どがその事例です。弊社は取り組み内容の設定に
際し、これら調査票にも対応できるように考慮し
ました。

2）攻めの CSR への取り組み（CSR と SDGs の関係）
　2 項で CSV を取り上げましたが、CSV 自体は概
念的でありこれを具現化したものの一つが SDGs と
言われています。SDGs は Sustainable Development 
Goals の略で日本語では「持続可能な開発目標」と
言われ、世界の“困りごと”を 17 のゴールと 169
のターゲットで示し、2030 年までに達成すること
をめざしています。169 のターゲットのどれ一つを

図３　守りのCSR 7項目と攻めのCSR 3項目
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とっても世界の超巨大企業すら解決することので
きない大きな課題であります。よって弊社のよう
な規模の企業ではターゲットそのものではなくて
も、ターゲットに関連する課題を取り上げ自社な
りに対応していく形が好ましいと考えました。

　以上の結果から、弊社は図３に記載した守りの
CSR 7 項目（人権、労働安全衛生、環境保全、品質・
安全性、コンプライアンス、情報セキュリティ、リス
クマネジメント）と攻めの CSR 3 項目（環境重視の
商品創出、社会とのコミュニティによる価値創造、従
業員のウェルビーイングの追求）を設定して CSR に
取り組んでいます。

6.	 CSRとESGの関係
　皆様の中には ESG という言葉をよく耳にされる方
も多くおられると思います。CSR、SDGs の他に ESG
にも取り組まなければならないのかと億劫に思われる
かも知れませんが、実はこれらはすべて CSR に取り
組むことでつながっております。
　ESG は Environment（環境）、Social（社会）、Governance 

（企業統治）の頭文字を合わせた“投資家視点”の用語 
です。気候変動や人権などの世界的な社会問題が顕在
化している中、これらの問題に対応できていない企業
は、投資家などから企業価値毀損のリスクを抱えてい
るとみなされます。
　CSR はこれに絶対取り組まなければならないとい
う決まりはありませんが、社会の要求を考慮したうえ
で取り組み内容を設定しますので、先ほど述べた気候
変動対策や人権問題対応など社会が重要と考える内容
は必然と含まれてくることになります。投資家として
は投資先選定に向け企業活動を評価する必要がありま
すので、アナリストが企業の発信する情報を分析して
点数付けやランキングを行っています。よって情報を
発信する側（各企業）は自社で取り組んでいる内容が
ESG や SDGs のどれと関連しているかを CSR 報告書
などで明記している場合が多いです。
　その一例として弊社は CSR の取り組みの一つに環
境保全を取り上げています。弊社は塗料メーカーです

ので製造や化学物質を取り扱ううえで、特に環境保
全は重要な CSR の取り組みです。環境保全の一つに
気候変動対策としての CO2 排出量の削減があります。
削減に向けてはまずは自社の企業活動による CO2 排
出量を把握し、ターゲットを定めて削減対策を行って
いく必要があります。弊社のこの取り組みに関しては
第 7 項に記載の弊社 CSR 報告書（P36 ～ 38）に記載
していますので、そちらも合わせてご覧いただければ
と思います。

7.	 CSRの浸透と外部への情報発信
　CSR への取り組みは特定の組織や個人だけが行う
ものではありません。経営層の強い意志と従業員全員
で取り組む姿勢があってこそ推進できると考えていま
す。弊社の CSR への取り組みは経営トップの意向か
ら始まりましたので、あとはいかにして従業員の皆さ
んの意識に CSR を浸透させるかが大きな課題であり
ます。
　具体的な行動として、CSR 方針を含め設定した 10
項目（守り 7 項目、攻め 3 項目）について弊社の取
り組み姿勢や考え方を示した各方針を策定しました。
その後、従業員に対し CSR や各項目を取り組むため
の詳細な内容を取りまとめた「Musashi Sustainability 
Guide」を発行（図４）し、日本拠点を皮切りに弊社
海外拠点すべてで説明会を実施し、CSR 導入時にお
ける啓発活動を行いました。現在、この「Musashi 
Sustainability Guide」は日本語の他に英語、中国語、
ベトナム語、ハンガリー語、韓国語（作業中）に翻訳
され、グループ全従業員が携える形をめざしています。
　また、CSR 取り組みの目的である企業価値の向上
については、弊社の CSR 活動の外部への情報発信が
必須となります。このため、弊社は 2023 年の 1 年間
に取り組んだ CSR 活動をまとめた弊社としては第 1
回目となる CSR 報告書を 2024 年 6 月に発行いたしま
した。現在は弊社 HP にて日本語の他に英語、中国語
でも閲覧できるようにしています。第 1 回目の報告
書は弊社の CSR 活動の紹介が主体となりましたが、
2025 年発行の第 2 回目では活動した結果などについ
ても報告する予定です。

図４　Musashi Sustainability Guide表紙、目次
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（弊社 2024 年 CSR 報告書 URL と QR コード）

https://musashipaint.com/assets/pdf/csr/
MusashiPaintReport_2024_2p.pdf

8.	最後に
　塗料業界でもプライム市場企業やスタンダード市場
企業の一部で CSR 報告書から統合報告書やサステナ
ビリティ報告書にシフトしています。非財務情報が主

体の報告書から、これらの活動が財務にどのようにつ
ながっているかを開示する流れです。弊社も 2026 年
からはこの方向に変換していきたいと捉えています。
ただし、弊社は株式を上場していませんので、一般的
な報告書（右に倣え）に縛られることなく、自由度を
もって“武蔵塗料らしさ”が表現できるツールでもあ
りたいと考えています。
　最後に CSR で取り組み内容は決して目新しいもの
ではなく、“当たり前”のことを会社全体の視点から
まとめていくものです。大切なポイントは今まで意識
していなかった“当たり前”が、経営層を含む全従業
員が意識しながら企業活動を行っていくことと思いま
す。

　以上、皆様が CSR を取り組まれるに際して一助に
なれば幸いです。
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高機能素材Week 2024視察 

事務局 立花 敏行 

 

 今年も 2024年 10月 29日（火）から 31日（木）の 3日間で高機能素材 Week 2024が幕張メッセの 1ホールから 8

ホールを使用し開催されました。 

 昨年の来場者は 43,663人でしたが、本年は 46,813人と約 7％の増となりました。 

 開催は、6 件の展示会の同時開催となっており、塗料関連は「塗料・塗装設備展（コーティングジャパン）」が

開催されました。本展示会の共催団体である（一社）日本塗料工業会（JPMA）の他、日本塗装機械工業会

（CEMA）、コーティングコンソーシアム（CoCo）の出展もあった。JPMA の小間は、昨年より小間数を拡大し、

また参加企業も関西ペイント、日本特殊塗料、水谷ペイント、久保孝ペイント、中国塗料、斎藤塗料、ユニオング

ループ、東洋アルミ、シグナル（ショーアップディビジョン）の 9社に増えてのパネル等展示で集客のアップを図

っていました。 

   
 JPMAブース JPMAブース 

 また、CEMA、CoCo、塗料報知のブースも JPMAのブーストとブース内で行き来できる一体感のある展示となっ

ていることもあり、多くの来客対応にスタッフ側も忙しく対応されていました。 

   

 CEMA、CoCo、塗料報知ブース CEMA、CoCo、塗料報知ブース 

 塗料メーカーとしては、単独出展でイサム塗料、藤倉化成が出展しており、新規参入の塗料メーカーとしては、

大阪ガスリキッドが粉体塗料を紹介していました。既存の粉体塗料メーカー以外での粉体塗料の出展･展示は、粉

体塗料の今後の市場の拡大に大きな期待を持っていると考えられます。 

 当組合賛助会員のパーカーエンジニアリングも出展されてていました。 
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 イサム塗料ブース 藤倉化成ブース 

 

   
 大阪ガスリキッド展示 1 大阪ガスリキッド展示 2 

 

 本年もコーティングコンソーシアム（CoCo）の 3 団体が、各団体 1 日ずつ担当しセミナーを開催しました。当

協同組合が参画する IPCOの担当は第 1日目で、第 2日目は（一社）日本塗料工業会、第 3日目は日本塗装機械工業

会がそれぞれ担当しました。残念ながら私はスケジュールが合わず参加することができませんでしたが、参加され

た方より情報を頂戴し以下に内容を記させていただきました。 

 IPCO 担当の初日のセミナー内容は、第一講演は日本ペイント･サーフケミカルズ株式会社 商品開発部 基盤技術

ユニット マネージャーの三浦裕佑氏による「環境配慮型塗装前処理のご紹介 －水性塗布型 1 コート技術－」で

第 2講演は株式会社ヒバラコーポレーション 代表取締役社長 小田倉久視氏による「塗装工場のための DX/AI技術

活用による省人化手法と実践」、第 3 講演は株式会社ヒートエナジーテック 尾崎崇志氏による「カーボンニュート

ラル実現に向けた水素燃焼バーナー商品化と塗装設備への導入検討」、第 4講演は戸﨑産業株式会社 代表取締役 戸

﨑 寿人氏による「工業塗装で取り組む環境対応」、第 5 講演はユカエンジニアリング 代表取締役社長 堀田氏によ

る「ユニット型装置による、短納期化･導入コスト合理化･省スペース化 －溶剤回収および排水処理からの提案

－」以上の 5公演が行われ、各講演とも環境負荷低減や省人化などのテーマでタイムリー内容であることもあり、

以下の写真の通りで講演内容についても好評だったと聞いております。 
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 日本ペイント･サーフケミカルズ三浦氏講演 ヒバラコーポレーション小田倉社長講演 

   

 ヒートエナジーテック尾崎氏講演 戸﨑産業 戸﨑社長 

  

 ユカエンジニアリング 堀田社長講演 セミナー会場の様子 

 

 第 2日目の日本塗料工業会、第 3日目の日本塗装機械工業会のセミナー内容は以下の通りとなっています。 

 また、今回目についたのは、加飾フィルムに関する展示が設備会社の大気社他で行われていて、関連展示が散見

されました。特に自動車メーカーのカーボンニュートラルへの対応のひとつとして検討が進んでいる感じですが、

自動車メーカー以外でも研究開始か否かの検討を行っている企業もあるようです。 

 塗装に関するカーボンニュートラルへの対応は、自動車メーカーが先導する形で進んでゆきそうですが、当組合

としても環境負荷低減に関する情報の感度を上げ、皆様に情報発信するよう努力する所存です。 
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コーティングジャパン塗料・塗装セミナー
第1公演 第2講演 第3講演 第4講演 第5公演

日本ペイント・サーフケミカ
ルズ（株）

（株）ヒバラコーポレーショ
ン

（株）ヒートエナジーテック 戸﨑産業（株） ユカエンジニアリング（株）

技術本部商品開発部
基盤技術ユニットマネー
ジャー

代表取締役社長 東日本営業課 課長 代表取締役 代表取締役社長

三浦 裕佑　氏 小田倉 久視　氏 尾﨑崇志　氏 戸﨑 寿人　氏 堀田 哲平　氏

講演
タイト

ル

環境配慮型塗装前処理のご紹
介
 ー水性塗布型1コート技術ー

塗装工場のためのDＸ・AI技
術活用による省人化手法と実
践

カーボンニュートラル実現に
向けた水素燃焼バーナ商品化
と塗装設備への導入検討

工業塗装で取り組む環境対応

ユニット型装置による、短納
期化・導入コスト合理化・省
スペース化　ー溶剤回収およ
び排水処理からの提案ー

久保孝ペイント株式会社
SHOWupシグナル/MAZIORA (一社)日本塗料工業会 水谷ペイント株式会社 (一社)日本塗料工業会

普及広報部 常務理事

永田翔悟 氏・後藤祥司 氏 桑木 真之介 氏・清水 慶司 氏清水 慶司　氏 水谷  勉　氏 田桐  澤根　氏

講演
タイト

ル

サステナビリティへの貢献
持続可能な製品のご紹介

カスタムペイントの無限の可
能性を探る

魅力ある塗料産業
～日本の塗料工業2024～

①新技術：光触媒酸化チタン
水性メタルコーティング
②新規な水性ニ液型樹脂シス
テム

塗料・塗装業界のサスティナ
ビリティ対応

旭サナック株式会社 ファナック株式会社
タクボエンジニアリング株式
会社

CFTランズバーグ株式会社

塗装機械事業部　塗装技術部
システム開発課

ロボットアプリケーション技術本
部　塗装・シーリング技術部

営業技術部
営業本部　Finishing営業
中部 セクションリーダー

本山  祐 氏 寺内  瞭介　氏 二村  幸和　氏

講演
タイト

ル

脱炭素社会に貢献する
静電自動ガンについて

協働ロボットによる
塗装工程の自動化

「インジウム・ミラー
塗装システム」のご紹介
塗装による鏡面塗膜の実現

塗装工程の稼働効率向上に
貢献するロボット用塗装機の
紹介

IPCO (一社)国際工業塗装高度化推進会議

JPMA (一社)日本塗料工業会

CEMA 日本塗装機械工業会

第2日
CEMA

講
演
者

第1日
IPCO

講
演
者

第2日
JPMA

講
演
者
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各団体新年の行事に参加して！ 

事務局 立花敏行 

 

新年明けましておめでとうございます。 

旧年中は、当組合の活動にご理解を賜り、ご支援有難うございました。 

本年も変わらずよろしくお願いいたします。 

さて、新年を迎え関係団体様の新年賀詞交歓会、新年互礼会、新年会等新年の行事が開催され、当組合としてもいくつかの

会に参加させていただきましたので、一部をここに紹介いたします。 

 

まず最初に当組合の新年賀詞交歓会をご紹介し、続いて関係各団体の新年行事をご紹介いたします。 

1. 日本パウダーコーティング協同組合（JAPCA）新年賀詞交歓会 

開催日時：2025年 1月 24日（金） 16：00～18：00 ＠第一ホテル東京「ルミエール」の間 

・ 副理事長 板橋一博の開会の挨拶が行われた。新年にトランプ大統領が就任したことは不安でいっぱいである。本年の

大きなやらないといけない事は賃上げであるが、原料高による価格転嫁は一定レベルまで達成しているものの、賃上げ

とのバランスの取れた粗利となっているか、などまだまだ検討の余地がある。その中で当組合は製造・販売・塗装機器・

塗装業の会社が集まる稀な団体であり、粉体塗装市場を成長させるには相互の情報交換が重要で当組合を活用して

いただきたいと挨拶がありました。 

・ 引き続き来賓を代表して、経済産業省 製造産業局 素材産業課 課長補佐 蝶野雅敏 様より新年の祝辞を頂戴しました。

当組合は化学産業業界に属するが製造業全体の 2割の付加価値を生み出していて、今後も皆様が活躍頂きたい。 

最後に大阪・関西万博に関する協力のお願いとパンフレットの提供がありました。 

本記事の最後にパンフレットを添付しておきます。 

・ 本年の参加者数は、70名で昨年の 50名より 20名多くの方々にご参加いただきました。 

・ 乾杯の音頭は、当組合の副理事長である前島靖浩が行いました。 

粉体塗装はカーボンニュートラルに貢献できる塗装方法であり今後普及拡大することも踏まえ乾杯に入りました。 

・ 歓談の時間がもたれたのち、ご来賓の紹介、新たな参加者の紹介等が行われました。 

・ 中締めは、当組合の理事で大阪支部事務局の片山智彦が行いました。 

粉体塗装の黎明期よりかかわっているが、当時の組合のメンバーにはお世話になった記憶があり、4 つの業界団体との

情報交換の重要性について力説され、中締めとして一本締めが行われました。以上をもって会は、滞りなく終了致しま

した。 

（以下開催順に掲載いたします） 

   

 板橋副理事長挨拶 METI 蝶野課長補佐様祝辞 
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 前島副理事長乾杯 片山理事中締め 

2. 中部塗料塗装賀詞交歓会 

開催日時：2025年 1月 7日(火)  ＠ＡＮＡクラウンプラザグランコートホテル名古屋 

・ ＪＡＰＣＡとしては参加していませんが、コーティングメディア社記者の櫻井氏がレポートしてくれています。 

・ 第41回中部塗料塗装賀詞交歓会が1月7日（火）、ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋で開催された。愛知、

三重、岐阜の塗料・塗装の関係者 210名が参集した。 

最初に実行委員会の橋本淳会長があいさつし、続いて来賓として日本塗料工業会の児島與志夫専務理事などが祝辞

を述べた。来賓紹介の後に、日本塗料商業組合の中山保幸理事長の乾杯の発声で祝宴に移った。 

    
 橋本会長 開会挨拶 日塗工 児島専務理事 祝辞 

3. 一般社団法人 日本塗料工業会（日塗工）新年賀詞交歓会 

開催日時：2025年 1月 8日（水） 12：00～13：30 ＠ホテルニューオータニ「鳳凰」の間 

・ 会長 若月一郎氏の開会の挨拶が行われ、新年の挨拶の後世界の情勢や懸念事項などのお話と日塗工のこれからの

取組みとして、ＩＳＯ ＴＣ35の国際会議の開催や安全教育のＶＲ作成について等のご紹介がありました。 

・ 引き続き経済産業省 製造産業局 大臣官房審議官 浦田秀行様の来賓祝辞がありました。 

・ 乾杯は同工業会の副会長 遠田比呂志氏が取られました。 

・ 中締めは同じく副会長の春田隆氏のご発声により一本締めで終了致しました。 

・ 参加者数は、昨年よりも多いと感じましたが、480名と聞いております。 

・ 本年より、旧日本塗料協会会員を中心に行われていた新年賀詞交歓会の開催を見送られたことは残念です。 

   

 若月会長挨拶 浦田大臣官房審議官様祝辞 

  



28 
 

4. 日本パウダ―コーティング協同組合大阪支部 ＆ パウダークラブ 

開催日時：2025年 1月 17日(金) 17：50～20：00 ＠アークホテル大阪心斎橋「孔雀」の間 

・ 大阪支部長の新井裕喜理事の開会の挨拶では、大阪支部で大阪･開催万博の経済効果のご紹介がありこの機会に皆さ

んもしっかり儲けましょうとの力強い言葉で始まりと同氏による 乾杯のご発声で会が始まりました。 

・ 司会進行の片山智彦理事のいつもながらの振りがさく裂し、私も組合の事務局として一言挨拶を振られました。ダイテック

㈱専務取締役 長谷川 正様、三洋塗装工業㈱専務取締役 片山達彦様、戸﨑産業㈱専務取締役 戸﨑勇人様の 3 名が

若手経営者として紹介があり、挨拶を振られていました。その他にも初参加の 2 名の方が壇上に挙げられていました。業

界の若返りより粉体塗装市場が増々活性化することを望みます。 

※残念ながら写真撮影するのを失念しておりました。 

5. 日本塗装機械工業会（CEMA）新年互礼会 

開催日時：2025年 1月 20日（月） 15：00～17：00 ＠新横浜グレイスホテル「リディア」の間 

・ 工業会専務理事 樋川浩一様の宣言で開会されました。 

・ 最初に昨年ご逝去された元専務理事 平野克已氏及び元会長 木下真生氏に対し感謝をもって 1 分間の黙祷を行いまし

た。 

･ その後、同工業会会長である 佐伯 直泰氏の日本はものづくり立国であり、そうあり続ける必要があり、製造業としての喫緊

の課題である、カーボンニュートラルや SDGs の問題があるがこの様な問題に対し積極的に取り組まれるとのお話がありま

した。 

・ ひとり目の来賓の挨拶として、日本工業塗装協同組合連合会（工塗連）会長の髙𣘺 正氏より、ドジャーズ大谷選手の将

来像のしっかりとしたイメージを持ち達成のために計画的に実績を上げていく姿を挙げて、企業も将来像を設定し計画的

に事業を進める必要があり、本年は巳年でもあることより脱皮をくり返し成長することが重要と挨拶されました。 

・ ふたり目の来賓の挨拶として、一般社団法人日本塗料工業会（日塗工）専務理事の田桐澤根氏は、昨年より続く、ロスの

山火事に係る温暖化問題や地政学的問題のウクライナ・ロシヤやイスラエル・ハマスの戦争など暗いニュースと共に、スポ

ーツ界の日本の成果にも勇気づけられた一年でしたが、地政学的問題、特に戦争は経済に大きな影響を与え不安定感

を継続させている。この不安定な状況において、日塗工として環境負荷低減のテーマに力を入れて年間の事業計画をし

ている。また、労働安全衛生についても VRの導入など力を入れるとのお話でした。 

・ 来賓の祝辞の後、CEMA副会長の里見康夫氏の音頭で乾杯が行われ、歓談の時間に入った。 

・ 中締めは、同じく CEMA 副会長の服部修一氏が行い、来年の CEMA の 50 周年について、できたことは、会員、関係団

体等の皆様のお力添えがあったからと謝辞を述べられ、今後も業界の連携が重要であることを力説され、1 本締めで中締

め行われた。 

   

 CEMA 佐伯会長 挨拶 工塗連 髙𣘺会長 祝辞 

  

 日塗工 田桐常務理事 祝辞 CEMA 里見副会長 乾杯 
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 CEMA 服部副会長 中締め 

6. 今後予定されている新年賀詞交歓会 

東京工業塗装協同組合 

開催日時：2025年 2月 1日（土） 18：00∼20：00 ＠浅草ビュ－ホテル「祥雲Ⅰ」の間 

 

7. 最後に 

当組合の他関係団体の賀詞交歓会に出席させていただきましたが、人手不足の問題や環境負荷低減のための温暖化

ガス抑制対策などなど、いずれに致しましても業界の連携が重要になります。関係団体の連携を取り一丸となって色々な

問題に対応することで、大きな力になると思います。関係を強化し諸問題に対応してゆきましょう。 

以上 
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2025 大阪・関西万博 パンフレット 
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「雪晴れの農業地」
　雪晴れとなった日の景色を撮影しようと自宅付近を
歩いた。海軍道路に来ると、農業地は30センチある
のではないかと思える積雪量だ。ほとんど土が現れて
いない。快晴で気温が上がったのか、雪面は穴模様と
縞模様ができていた。遠方には冠雪した丹沢山塊が横
たわり、絵になる景色だった。
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